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概要

光ビームプラットフォームは文部科学省・先端研
究基盤共用促進事業によって形成された、大型研
究施設の共用の促進を目的とする放射光施設（6
機関）と大型レーザー施設（2機関）のネット
ワークです。我が国の産学官の研究開発に貢献す
るため、ユーザーの皆様により良く使って頂ける
ように、以下の取組を行っています。
① 標準化
② 施設連携（複数施設の活用）の推進
③ 人材育成
④ 一元的な情報提供・広報

標準化の取組

放射光施設はそれぞれ独自に設計され、光源性
能や分析装置等が異なります。そのため各施設
で得られた実験データの互換性を担保する事は
利用支援の基盤として重要と考え、ラウンドロ
ビンに取り組んでいます。ラウンドロビンは同
一試料の実験データを相互に比較検証するもの
ですが、 実験データに差が見られた場合にはそ

注）JASRIは産業利用推進室のみ光ビーム
プラットフォームに参画

ラウンドロビンの進め方
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同じ試料の
実験結果を比較

【硬X線XAFS、事例】
典型的な金属箔や金属酸化物などを対象として、
標準的濃度の試料の透過法実験、1000～
10ppmの低濃度試料の蛍光法実験、産業利用の
観点からユーザーの関心が高いと考えられる参照
触媒の評価などに取り組んでいます。得られた
データを利用支援に活用するほか、実験条件や実
験ノウハウの共有を通して、施設の技術力強化や
セーフティーネットに役立てています。
また、2018年にはXAFS2018国際会議で国際
ラウンドロビンを提案し、海外の放射光施設との
実験データの比較検証の先鞭をつけました。

硬X線XAFSラウンドロビンの実験結果例。異なるビーム
ラインで得られたCuO のCu-K端スペクトル。試料濃度＝
1000ppm、蛍光法。

の原因を究明して、実験条件の見直し・改善を
行っています。これにより、ユーザーの皆様が安
心して利用できる実験環境を作るとともに、各施
設での技術力強化や特徴化を図る足掛かりとして
活かそうとしています。具体的には硬X線XAFS、
硬X線光電子分光、軟X線XAFS、小角散乱の4手
法に取り組んでいます。各施設では成果をデータ
ベースや報告書などの形で公開を始めています。

【硬X線光電子分光、事例】
硬X線（5～14keV）を励起光として用いる硬Ｘ
線光電子分光（HAXPES）は、実験室系のX線
光電子分光に比べて検出される光電子の検出深さ
が大きいことから、試料深部の電子状態を非破壊
で調べることが可能となり、さまざまな分野で利

の利用は学術利用のみならず幅広い産業利用分野
用されています。我が国で開発が進められたHAXPES



施設連携の取組に普及していますが、その一方で、定量分析に向
けた検討や分析深さの見積りなど基礎的データの
整備が不十分であることから、光ビームプラット
フォーム事業の一環として、これら基礎データの
整備、特に、相対感度係数の実験的な決定と、組
成定量分析実現のための相対感度係数推定法の確
立を目指して実施しています。

1s軌道の相対感度係数の実測値と計算値の比較
結果

【軟X線XAFS、事例】
50～5000 eVのエネルギー領域にX線吸収端を
持つ元素を対象としてHOPG、NiO、LiCoO2、
LiF等の物質を選定して施設間で実験結果の比較
検討を行っています。軟X線XAFSのデータを施
設間で比較する場合、チャージアップ、光学系の
汚れによるゴースト、高次光や迷光の影響、エネ
ルギーの校正、エネルギー分解能、などの様々な
点に注意が必要になります。参画する各施設がそ
れらの理解を深め、ユーザー支援に活用すること
を目標にしてラウンドロビンを実施しており、各
施設で実験データの公開が進みつつあります。

軟X線XAFSラウンドロビンの実験結果例。異なるビー
ムラインで得られたTiO2 のTi-L端スペクトル。全電子
収量法。

ラウンドロビンの一部は2019年度か
らユーザーに公開を始めます。

施設連携は、ユーザーの利用目的を理解して、課
題解決（ソリューション）のために他施設の併用
が有用と考えられる場合には、施設の組合せや最
適な手法を積極的に斡旋紹介する、一種のコン
シェルジュサービスです。
例えば

・異なる波長域の実験の組合せ
・運転時期、実験機会の組合せ
・予備実験と本実験の計画支援

などのような場合、各施設のスタッフにご相談頂
ければ、他施設の担当者のご紹介やアドバイスな
どをさせて頂きます。
複数の施設を活用されているユーザーはすでにか
なり多くいらっしゃいます。ご要望に応じて対応
させて頂きますので、ご興味があれば各機関のス
タッフにご相談下さい。

なお、初めての施設は敷居が高い、と感じられる
場合もあるかもしれません。そのため、光ビーム
プラットフォームでは、スタッフとユーザーが合
同で参加する施設横断合同研修会を年2、3回ほ
ど実施しています。ラウンドロビンも一部はユー
ザーに公開を始めます。併せてご検討下さい。

スタッフとユーザーが一緒に参加して
他施設で研修する、施設横断合同研修

会を行っています。



Websiteによる情報提供

人材育成の取組

スタッフがお互いの施設の知見を深めるとともに、
共用サービスをユーザーに提供する上で個々のス
キルを高めることが大切と考え、ラウンドロビン
実験をプラットフォーム内で公開として、研鑽や
人的交流の場として活用しています。他施設にお
ける実験を体感することで、自機関で実験が難し
い場合にはユーザーに的確にアドバイスしたり、
ご要望に応じて他施設や技術担当者の斡旋紹介を
できるようになると期待しています。

レーザーと放射光の分野融合領域に対しては大阪
大学が中核となってセミナーやシンポジウムを継
続的に開催しており、東京理科大学と共に領域開
拓や若手人材の育成に取り組んでいます。

ラウンドロビン実験を活用したスタッフの交流、
他施設の知見の習得

国際シンポジウム LSC2018（横浜開催）

注）LSC：Conference on Laser and Synchrotron Radiation 
Combination Experiment

のwebsiteでは講習会等のイベント開催予定、各
施設の運転日程、課題申請方法、ラウンドロビン
実験報告書等の一元的な情報提供を行っています。
また、各放射光施設における利用事例やビームラ
インの詳細情報をデータベース化した「施設横断
検索」を公開して、実験計画策定に便利な情報提
供を行っています。

広報活動

https://photonbeam.jp

施設関係者とユーザーが集い、議論し交流を深め
る場としてシンポジウムを開催しています。また、
分析機器や科学機器関連ではアジア最大規模を誇
るJASIS展示会に、共用プラットフォームとして
毎年出展しています。

光ビームプラットフォームシンポジウム
（例年3月頃開催）

各機関のwebsiteで公開されている運転日程や課
題申請、利用報告DB等の情報を一覧的に俯瞰で
きることを目標として光ビームプラットフォーム

お問合せ・ご相談は
contact@photonbeam.jp

あるいは
各施設の利用相談窓口にご連絡下さい。

http://search.astf-kha.jp/Search1.php
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	活動紹介パンフ_p5ol
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